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はじめに

　このスタートブックは、こども食堂などの
「こどもの居場所」を運営する方々を対象に、
地域ネットワークづくりのノウハウや、県内の
地域ネットワークの事例を紹介したものです。
　ぜひ、ご一読いただき、日頃の活動にお役立
ていただければ幸いです。
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「こどもの居場所」と
　「地域ネットワーク」について

　地域が主体となって、こどもたちに食事や学習、遊びの場などを提供する「こども
の居場所」が今、県内で広がっています。
　地域で困っているこども達のために何かしたい、そんな思いを抱えた人達の手に
よって次々に居場所が立ち上がり、その数は令和5年3月末時点で628か所に上り
ます。
　その一方で、ボランティアが主体であるこどもの居場所は、スタッフ、物資、資金な
ど、安定した活動のために多くの課題を抱えています。
　さらに、現場で困っているこども達を目の当たりにして「こども達のためにもっと
何かできないか」と思っても、個々の団体の活動には限界があり…という悩みを抱え
る団体も少なくありません。
　そのような中、近年は団体間の相互扶助やスケールメリットを求めて、地域での
ネットワーク化が進んでいます。
　埼玉県も、地域ネットワークの重要性に着目し、令和5年度からネットワークの立
ち上げを支援する補助事業を実施しています。
　地域内での課題が解決され、地産地消の支援が行われ、こどもの居場所の運営の
安定化や、新たな拠点の開設を後押ししてくれる、
そんな地域ネットワークづくりを県は応援して
います。

地域ネットワークの主な効果
・運営者…加盟団体間で支援物資や助成金情報等の共有
	 ⇒運営の安定化
・利用者…加盟団体が持つ資源がシェアされ、ニーズに寄り添った多様な支援の展開
	 ⇒１人１人に対するきめ細やかな支援
・支援者…窓口が１本化されることでスムーズな寄附の手続き
	 ⇒大規模な種類・量の寄附
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立ち上げ～安定的な運営までの
アクション

立ち上げに向けて

１．ネットワークのイメージを描く 
なぜネットワークをつくるのか、目的と対象を整理

２．仲間を募る 
同じ思いを持つ仲間にネットワークの立ち上げを呼び掛ける
Q どうやって仲間を探す？
	 ⇒ 	・社協や市民活動センター等で情報収集
		  ・NPO 法人に関する情報は「NPO コバトンびん」HP 参照
		  　（https://www.saitamaken-npo.net/）
		  ・こどもの居場所団体の情報は「こども応援ネットワーク埼玉」HP参照
		  　（https://kodomoouen.pref.saitama.lg.jp/）

３．一度集まって意見交換 
共通の課題を洗い出し、ネットワークが目指す方向性、具体的にやりたい
ことを共有する。

　資金調達	…	基金の設立、法人化による信用力の向上等
　場所確保	…	倉庫の機能やこどもの居場所としての機能を備えた
		  中間拠点の整備等
　認知拡大	…	HP作成、市報等への掲載、チラシやノベルティの配布等
　人材育成	…	研修会や意見交換会の開催等

Minimal Shape
COLOR

スタイリッシュでシンプルな吹き出し

Minimal Shape
COLOR

スタイリッシュでシンプルな吹き出し

＼地域ネットワーク立ち上げ／

活動の活性化？

課題の解決？

安定的な運営に向けて
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地域ネットワークの紹介

県内には２０以上※の
地域ネットワークがあります。
その一例をご紹介！※ R6.3 末時点

詳細は
次ページへGO！

①

⑤ ⑥④

② ③
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地域ネットワーク 事例①

熊谷こどもまんなかネットワーク

 立ち上げ時の苦労	

 資金集めの方法	

基本
情報

主な
活動
内容
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地域ネットワーク 事例②

行田こども居場所ネットワーク

行政と団体の連携

 立ち上げ時の苦労	

基本
情報

主な
活動
内容
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地域ネットワーク 事例③

加須市子育て応援子ども食堂・フードパントリー団体連絡会

 立ち上げ時の苦労	

 資金集めの方法	

基本
情報

主な
活動
内容
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地域ネットワーク 事例④

こども食堂ネットワークいるま

 立ち上げ時の苦労	

 資金集め・仲間集めの方法

基本
情報

主な
活動
内容
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地域ネットワーク 事例⑤

戸田市こどもの居場所ネットワーク

 立ち上げ時の苦労	

 資金集めの方法	

基本
情報

主な
活動
内容
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地域ネットワーク 事例⑥

越谷こどもサポートネットワーク

 立ち上げ時の苦労	

 資金集めの方法	

基本
情報

主な
活動
内容
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支援企業

支援企業

株式会社はせがわ農園
所在地：行田市
業種・事業内容：農産物の生産販売

株式会社まちづくり川越
所在地：川越市
業種・事業内容：地域活性化事業 観光案内・まちづくり事業

　お米や小麦粉、黒米やもち麦、梨、サイダーな
どを近隣のこども食堂へ寄附しています。
　令和5年6月の突風と降雹により栽培している
梨の一部にキズがつく被害を受け、店頭販売が
困難になりました。そこで、以前イベントで知り
合った熊谷市のこども食堂に引き取ってもらった
のが寄附の始まりです。
キズ梨は毎日収穫したうちの約１割で、約２０日
間続いたため、行田や鴻巣、吉見のこども食堂に
も引き取りに来ていただき、大変助かりました。
　こうした寄附は繁忙期の業務負担を軽減し、経
営改善にもつながりました。また、寄附先からた
くさんのお礼の言葉をいただき大変恐縮です。
　どの農業者にも出荷販売できない作物があり、
それにもコストがかかっています。廃棄するのはもったいないので、農業者にはお近
くのこども食堂に連絡してみることをお勧めしたいです。

　川越市産業観光館（小江戸蔵里）は「蔵里
おやつステーション」という名前でフードバン
ク活動を行っています。
　地元の商店や企業から商品の提供を受け、
それを小江戸蔵里へ集約し、市内のフードパ
ントリー２団体を通じて子育て世帯へ配布する
活動です。
　きっかけは、新型コロナウイルスにより小江
戸蔵里が休館となり、お菓子や商品が賞味期
限を迎え、フードロスが発生してしまったことでした。
　そんな中、コロナ禍で地域に生活にお困りの家庭が多くあることを知り、賞味
期限が迫っているものの、まだ食べることができるお菓子を無駄にすることなく、
同時にこどもたちの支援にも貢献できる仕組みを作りたいと考え、この取り組みが
スタートしました。
　今では44の商店・企業が参加し、地域全体の連帯感が高まっていることを実
感しています。
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支援企業

支援企業

株式会社埼玉りそな銀行
所在地：さいたま市
業種・事業内容：銀行業・金融サービス

株式会社高脇基礎工事
所在地：北本市
業種・事業内容：土木基礎工事業

　過去は業務スペースとして使っ
ていた、せんげん台支店 3階の
一角を、「りそな YOUTH BASE」
として地域のこどもの居場所団体
へ提供しています。
　場所の提供だけでなく、時には
銀行の従業員もボランティアとし
て参加するほか、地域のお客さま
や支援団体と連携したこども向け
イベントやセミナー等も開催しています。従業員が普段の活動にボランティア参加
することで、こどもたちや支援団体の皆さまとの交流が生まれています。
　また、イベント開催の際には、お取引をいただいている企業からプレゼントを提
供いただくなど、りそな YOUTH BASEをとおして地域共助の取組みが実施でき
ました。こどもたちの居場所づくり等の地域課題のために、地域の企業がお役に
立てる場面は多くあると思います。
　それぞれの立場から、強みを結集して、地域のために新たな価値を共創してい
ければと思っています。

　「こども食堂・未来応援基金」へ寄
附を行ったことをきっかけに、配送
支援を必要としているフードパント
リー団体がいることを知り、それ以
降定期的に配送を行っています。
　また、令和6年5月には「こども食
堂応援自販機」（売上の一部がこど
も食堂・未来応援基金に寄附され
る自販機）を設置しました。
　こども食堂やフードパントリーについては、コロナ禍以降ニーズがさらに増したと
耳にしてはいました。実際に配送支援を行う中で、埼玉県にこれだけ沢山の団体があ
り、それを必要としている方々がいることを実感しました。微力ですが私達の行って
いる事がお役に立っているのであれば嬉しい限りであり、これからもより積極的に継
続していきたいです。
　こどもの居場所等を運営されている方々に「高脇基礎工事さん、ありがとう」と
言ってもらえることが会社にとって一番の喜びです。
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県の支援制度

 ①こどもの居場所づくりアドバイザー
　埼玉県では、こどもの居場所づくりの実践者や、食品衛生・福祉制度などの専門
家をアドバイザーに任命し、県内各地に無料で派遣しています。
　アドバイザーの中には、地域ネットワークの運営を行っている方もおり、地域ネッ
トワークづくりに関する相談も受け付けています。
　ぜひ、お気軽にご利用ください。

派遣の申込みはこちらから→

LINE WEB

○アドバイザー派遣・実地研修の流れ

※アドバイザーの訪問、実地研修ともに最大２回まで実施できます。
※実地研修２回の代わりに、訪問を１回増やすことも可能です。

STEP①
専用フォームから
お申し込み

STEP②
依頼者様の
ご要望をお伺い

STEP③
アドバイザーの
選定・派遣

STEP④
アドバイザーの
現地訪問

STEP⑤

　実地研修

 ②埼玉県こどもの居場所等地域ネットワーク支援事業補助金
　県内のこどもの居場所やフードパントリー等の安定的な運営を支えるため、物資
の受け入れや輸送、保管等を地域単位で行うためのプラットフォームである「地域
ネットワーク」の立ち上げに関する事業に対して補助金を交付しています。

▼補助事業に関するお問い合わせはこちら▼
埼玉県こどもの居場所等地域ネットワーク支援事業事務局
　電話：080-7667-7870
　メール：ibashonetsai@ccn.niiza-ksdt.com

【募集期間】　令和6年8月5日（月）～8月30日（金）
【補助限度額】　300万円
【採択予定団体数】　８団体程度

詳しくはこちら→
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県社会福祉協議会の支援制度

 こども食堂・未来応援基金　市町村域ネットワーク助成事業
　市町村域ネットワークの機能強化を目的とした事業に係る経費（※）について助成
します。
※ネットワークの活動継続のための経費
　ネットワークの事業拡充のための経費　など

【補助金の活用事例】
A.中間拠点の保管能力向上のため、
　拠点の改修、冷蔵冷凍庫の購入

C.加盟団体スタッフのスキル向上の
　ための勉強会を開催

B.ネットワークの活動を周知するため、
　HP、パンフレットの作成

D.加盟団体の連携の強化及び地域の
　こどもと繋がるためのイベントを開催

【募集期間】	 令和6年9月1日（日）～9月30日（月）
【助成限度額】	20万円

▼助成事業に関するお問い合わせはこちら▼
社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会 地域活動支援課

（埼玉県ボランティア・市民活動センター）
　電話：048-822-1248

詳しくはこちら→埼玉県社協マスコット
「シャキたまくん」
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